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　大田市では「“ちがいをゆたかさに”心豊かに誇り
をもって共に暮らせる多文化共生のまちづくり」を
基本理念として、多文化共生の実現に向けた環境づ
くりをおこなっています。
　近年、外国人の数は年々増えており、20か国、467
人が住んでいます。（令和５年11月末現在）

　大田市は、地域に暮らす日本人も外国人も、言葉
や心の壁を取り除き、共に認め合い、語り合い、安
心して暮らすことができる「共創」のまちづくりを
進めています。
　市ホームページでは「Google翻訳」を利用して

「市ホームページ」や「広報おおだ」を読む方法を
ご案内しています。

Utilize o “Google Tradutor” para ter 
acesso aos Boletins Informativos e as 
últimas novidades no Site Oficial da 
Prefeitura!  
O município de Oda está trabalhando para criar 
um ambiente de coexistência multicultural, base-
ando na ideia de “criar uma comunidade multi-
cultural onde as pessoas possam viver em 
harmonia e com orgulho, enriquecendo as 
nossas diferenças”.
Nos últimos anos, o número de estrangeiros tem 
aumentado. Estima-se que em Oda vivem cerca 
de 467 pessoas de 20 países. (Dados de 
Nov,2023). O município de Oda idealiza uma 
cidade“cocriativa”onde japoneses e estrangeiros 
que vivem na área possam remover barreiras 
linguísticas, apreciar uns aos outros, comunicar 
entre si e viver com tranquilidade.
O site da Prefeitura fornece instruções sobre 
como usar o Google Tradutor para ler o site da 
cidade e informações relacionada ao Município 
através do Boletim Mensal.

Use the “Google Translate” to read the 
Oda city’s Newsletter and have access to 
the latest information on the City’s 
Official Homepage! 
Oda is working to create an environment of 
multicultural coexistence based on the idea of    
　“creating a multicultural community where 
people can live together in harmony with pride, 
enriching our differences”.
In recent years, the number of foreigners has 
been increasing year by year, and there are 467 
people from 20 countries living in Oda. (As of 
Nov,2023). The City aims a “co-creative” city 
where Japanese and foreigners who lives in the 
area can remove language barriers, appreciating 
each other, communicate and live with peace of 
mind. The official city homepage also provides 
an instruction on how to use Google Translate 
to read the newsletters and the latest informa-
tion about Oda.

外国人が「市ホームページ」や「広報おお
だ」を読む方法をご案内しています。
（「Google翻訳」を利用します）

We are providing instructions for foreigners on 
how to read the City Homepage and Oda’s news-
letters.
(Use the "Google Translate")

Fornecemos instruções para estrangeiros sobre 
como ler a página oficial da Prefeitura de Oda e 
os Boletins Informativos. (Utilize o "Google Tradu-
tor")

《市ホームページ》
City Homepage
Página da Prefeitura

問政策企画課
（☎0854‐83‐8006）
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４年ぶりに開催された天領さん大田会場

瑞風の新たな立ち寄り観光地に石見銀山が決定

令和５年（２０２３年）を振り返る

大田市 この１年
・大田市二十歳のつどいを開催
・大田市消防出初式を開催
・おおだ学生アンバサダー制度の創設、委嘱式
・戦国時代末期の石見銀山を舞台とした『しろがねの
葉』が第168回直木賞を受賞

・学校法人日本体育大学と「体育・スポーツ振興に関
する協定」を締結

・第２次大田市総合計画、後期計画を策定
・藤井聡太王将と羽生善治九段が来市。国民宿舎さん
べ荘で「第72期ＡＬＳＯＫ杯王将戦七番勝負第５局」

　を開催

・消防本部に高機能消防通信指令システムを導入
・島根トヨペット株式会社と「災害時における給電車
両を用いた電力供給の協力に関する協定」を締結

・池田小学校閉校　150年の歴史に幕
・第二中学校野球部が「文部科学大臣杯第14回全日本
少年春季軟式野球大会」に中国地区代表として出場

・島根県知事選挙、島根県議会議員一般選挙　告示

・島根県知事選挙、島根県議会議員一般選挙　投開票
・池田小学校と川合小学校が統合し開校
・第168回直木賞受賞記念　千早茜氏『しろがねの葉』
　トークイベントを開催
・認可保育園「大森さくら保育園」および放課後児童
クラブ「おおもり児童クラブ渡辺家」が開所設立

・イオンリテール株式会社が「石見銀山ＷＡＯＮ」の
新デザインを発表

・株式会社出雲村田製作所イワミ工場の新生産棟が波
根地区工業団地に完成

・「石見銀山まちを楽しくするライブラリー」が大森
町にオープン

・新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行
・大田市消防操法大会　山口分団優勝

・国立三瓶青少年交流の家と大田市・飯南町・美郷町
が連携協定を締結

・大雨により市内全域に避難指示（警戒レベル４）
・川合神社周辺遺跡の発掘調査

・「天領さん」が４年ぶりに３会場で開催
・大田スポーツ少年団が「高円宮賜杯第43回全日本学
童軟式野球大会マクドナルド・トーナメント」に島
根県代表として出場

・第２期おおだ学生アンバサダー委嘱式
・第一中学校野球部が「令和５年度全国中学校野球大
会・第45回全国中学校軟式野球大会」に中国地区代
表として出場

・トワイライトエクスプレス瑞風の新たな立ち寄り観
光地（石見銀山）決定通知式

・大田市学校のあり方に関する計画等検討委員会を設
置

・バーチャリオン株式会社と包括連携協定を締結

１月

２月

３月

４月

５月

７月

８月

10月

11月

「第73期ＡＬＳＯＫ杯
　王将戦 七番勝負第３局」
「第73期ＡＬＳＯＫ杯
　王将戦 七番勝負第３局」

藤井聡太王将  対  菅井竜也八段藤井聡太王将  対  菅井竜也八段
開催日：１月27日㈯～28日㈰
場　所：国民宿舎さんべ荘
開催日：１月27日㈯～28日㈰
場　所：国民宿舎さんべ荘

令和6年（2024年）1月
注目イベント!!

令和6年（2024年）1月
注目イベント!!
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申
告
相
談

　
申
告
期
間
中
、
市
役
所
本
庁
と

各
支
所
で
住
民
税
の
申
告
相
談
を

お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
右
の
表

の
と
お
り
、
２
月
１
日
か
ら
出
張

申
告
相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　
例
年
、
申
告
相
談
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
長
い
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
混
雑
緩

和
の
た
め
、
申
告
書
の
郵
送
提
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
会
場
の
混
雑
解
消
の
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
農
業
所
得
や
営
業
所
得
、

　不
動
産
所
得
が
あ
る
人

　
収
入
や
必
要
経
費
は
、
ご
自
身

で
費
目
ご
と
に
集
計
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　
受
診
者
、
医
療
機
関
・
薬
局
ご

と
に
、
ご
自
身
で
集
計
し
て
く
だ

さ
い
。

税
の
申
告

準
備
は
お
早
め
に

相
談
期
間
中
に

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
を

　
申
告
書
は
、
納
税
者
自
身
が
作
成
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。ご
自
身
で
作
成
す
る
こ
と
で
、

申
告
相
談
会
場
で
の
順
番
待
ち
や
相
談
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
申
告
書
の
郵
送
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
税
務
課
市
民
税
係（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
３
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住
民
税
申
告
が
必
要
な
人

住
民
税
申
告
が
必
要
な
い
人

２月16日～３月15日
申告相談

市役所本庁４階大講堂　２/16 ㈮～３/15 ㈮　
仁摩支所１階市民室　　２/16 ㈮～２/27 ㈫　
温泉津支所１階　　　　３/６㈬～３/15 ㈮
受付時間／９：00 ～ 11：00、13：00 ～ 16：00
 （平日のみ）
※受付開始時間が変更となりました。　

【出張申告相談】

北三瓶まちづくりセンター
馬路まちづくりセンター

井田まちづくりセンター

池田まちづくりセンター
志学まちづくりセンター
富山まちづくりセンター
湯里まちづくりセンター
福波まちづくりセンター
大国まちづくりセンター
水上まちづくりセンター
大屋まちづくりセンター
宅野まちづくりセンター
祖式まちづくりセンター
大代まちづくりセンター

９：30 ～ 11：00

９：30 ～ 11：00
13：00 ～ 14：00
９：30 ～ 11：00
13：30 ～ 15：00

９：30 ～ 11：00

13：30 ～ 15：00

９：30 ～ 11：00

13：30 ～ 15：00

９：30 ～ 11：00

日　程
２／１
㈭

２／２
㈮

２／５
㈪

２／６
㈫

２／７
㈬

会　場 受付時間

　
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で
、
大
田
市
に
住
所
が

あ
る
人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
人
の
う

ち
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

･
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

　
人

･
給
与
・
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人

･
市
外
居
住
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

･
前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
市
内
居
住
者
の
扶
養
に

　
な
っ
て
い
な
い
平
成
17
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

　
の
人

※
　
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

の
人
は
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
未
申
告
の

場
合
、
保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
　申
告
書
や
返
信
用
封
筒
が
必
要
な
人
は
、
税
務

課
市
民
税
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
、

住
民
税
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
人
に
は
、
１
月
中
に

申
告
書
と
返
信
用
封
筒
を
郵
送
し
ま
す
。

･
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

･
公
的
年
金
所
得
の
み
の
人
で
、
各
種
控
除
（
医
療

　
費
控
除
な
ど
）
の
追
加
や
変
更
が
な
い
人

･
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
お

　
り
、
各
種
控
除
の
追
加
や
変
更
が
な
い
人

･
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用

　
し
て
寄
付
金
控
除
を
追
加
す
る
人
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　インターネットを利用して、
申告や納税などの手続きもでき
ます。詳しくは、国税庁のホー
ムページをご覧ください。

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

所得税の申告は
税務署へ

ｅ‐Ｔａｘが便利です

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
な
ど

・
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

給
与
・
年
金
収
入
が
あ
る

障
害
者
控
除
を
受
け
る

医
療
費
控
除
を
受
け
る

給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
書
な
ど

農
業
所
得
や
営
業
所
得
、

不
動
産
所
得
が
あ
る

収
支
内
訳
書
お
よ
び
収
入
と
必
要
経
費
が
確
認
で
き

る
書
類
（
収
入
明
細
、
領
収
書
な
ど
）

社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る

社
会
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
や

支
払
額
証
明
書

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
る

生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
介
護
医
療
保
険

料
・
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

令
和
５
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
を
集
計
し
た

明
細
書
、
各
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
医
療
費
通
知

書
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る

も
の

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
な
ど

※
　
こ
れ
ら
の
手
帳
が
な
い
人
で
も
65
歳
以
上
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

申
告
内
容

必
要
な
も
の

　所得税の確定申告は税務署へ
ご相談ください。特に青色申告
や土地・建物・株式などの譲渡
所得がある人、住宅借入金等特
別控除を受ける人は、税務署で
申告、相談をしてください。

イ ー タ ッ ク ス

問石見大田税務署（☎0854‐82‐0980）

　
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
法
人

や
個
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

の
資
産
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日

ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

･
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な

　
か
っ
た

･
該
当
資
産
が
な
い

･
廃
業
、
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

償
却
資
産
と
は

　
法
人
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に

所
有
す
る
資
産
（
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
固

定
資
産
と
し
て
、
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

申
告
の
方
法

　
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
が

あ
る
人
、
ま
た
は
新
規
開
業
な
ど

を
さ
れ
た
人
へ
「
令
和
６
年
度
償

却
資
産
申
告
書
」
を
12
月
中
旬
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
申

告
書
の
手
引
き
を
参
照
し
、
記
載

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
方
税
の
手
続
き
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で
き

る
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
定
め
る
本

人
確
認
（
番
号
確
認
、
身
元
確
認
）

が
で
き
る
も
の
を
申
告
書
に
あ
わ

せ
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
法
人
は

不
要
で
す
）。

問
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

１月 31 日㈬まで
償却資産の申告は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス



■
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す

　
か
つ
て
は
、「
子
ど
も
や
家
族
が

お
こ
な
う
も
の
」
と
さ
れ
て
い
た

親
の
介
護
で
す
が
、
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
増
加
や
核
家
族
化
の
進

行
、
介
護
に
よ
る
離
職
が
社
会
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
２
０
０
０
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
介
護
保
険
制
度
で
す
。

■
介
護
保
険
に
加
入
す
る
人
は

　
40
歳
以
上
の
人
は
、
介
護
保
険

の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
で
す
。

年
齢
に
よ
っ
て
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
と
第
２
号
被
保
険

者
（
40
〜
64
歳
）
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原

因
が
何
で
あ
っ
て
も
、
認
定
を
受

け
て
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
２
号
被
保
険
者
は
、
医
療
保

険
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
が
被
保

険
者
の
要
件
で
す
。
介
護
保
険
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
特
定
疾

病
」
が
原
因
で
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
に
の
み
、
認
定
を
受
け

て
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す

　
介
護
保
険
は
、
50
％
を
公
費

（
国
や
島
根
県
、
大
田
市
の
負
担

金
）
で
、
残
り
の
50
％
を
40
歳

以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
公
費
50
％

に
つ
い
て
は
、
国
が
25
％
、
県
が

12
・
5
％
、
市
が
12
・
5
％
を
そ

れ
ぞ
れ
の
税
収
か
ら
負
担
し
て
い

ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
決
め
方

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
大
田
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ

れ
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
所

得
に
応
じ
て
段
階
別
に
設
定
さ
れ

ま
す
。
一
方
、
40
〜
64
歳
の
人
の

介
護
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
算
定
方
法
に
よ
り
決

め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
一
括
し

て
納
め
ま
す
。

　
大
田
市
に
お
い
て
は
総
人
口
の

減
少
に
伴
い
、
高
齢
者
人
口
も
減

少
し
て
い
く
中
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
が
増
加
す
る

と
、
保
険
料
の
上
昇
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も

す
ぐ
に
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
本
人

（
利
用
者
）、
ま
た
は
そ
の
家
族
な

ど
が
申
請
し
ま
す
。

　
申
請
を
受
け
た
市
は
、
利
用
者

の
心
身
の
状
況
を
調
査
し
て
「
要

介
護
（
支
援
）
認
定
」
を
お
こ
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
を
お
こ
な
っ
た
利
用
者
が

「
介
護
が
必
要
な
状
態
か
ど
う
か
」

「
ど
の
程
度
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
か
」
な
ど
を
判
断
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
２
０
１
）
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社
会
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
の
創
設
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、
制
度
の
浸
透
と
と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
格
段
に
増
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
い
ま
や
介
護
保
険
制
度
は
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
や
大
田
市
が
お
こ
な
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

【保険料基準額計算式】

基準額（年額） ＝

大田市の65歳以上の人数

大田市の介護保険
サービスに係る費用

65歳以上の人の
負担分（23％）

×

６
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■
要
介
護
認
定
と
は

　
要
介
護
認
定
と
は
、
介
護
が
必

要
な
人
に
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
か
、
そ
の
「
必
要
量
」
を
判
断

す
る
こ
と
で
す
。

　
介
護
が
必
要
な
「
要
介
護
１
〜

５
」、
予
防
的
な
対
策
が
必
要
な

「
要
支
援
１
〜
２
」、
要
支
援
・
要

介
護
に
該
当
し
な
い
「
非
該
当
」

の
区
分
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　
要
支
援
の
場
合
は
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
身
体
機
能
の

維
持
や
老
化
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
一
方
、
要
介

護
の
場
合
は
、
自
宅
で
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
介
護
施

設
に
入
居
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
要
支
援
・
要
介
護
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額

が
異
な
り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
際
に
は
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
な
ど
が

作
成
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
つ
い
て

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ら
、
か

か
っ
た
費
用
の
う
ち
利
用
者
負
担

の
割
合
分
（
１
割
、
２
割
、
ま
た

は
３
割
）
を
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

支
払
い
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
要
介
護
状
態
区
分
に
応
じ
て

上
限
額
（
支
給
限
度
額
）
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　
介
護
保
険
制
度
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
主
に
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
利
用
者
の
依
頼
を
受
け

て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
た
り
、
連
絡
調

整
を
し
た
り
し
ま
す
。

【
居
宅
サ
ー
ビ
ス
】

　
利
用
者
が
自
宅
に
い
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
希
望

し
た
場
合
、
居
宅
（
在
宅
）
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

◇
主
な
サ
ー
ビ
ス

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
―
シ
ョ
ン
（
デ
イ

ケ
ア
）、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）、
訪
問
看
護
、

福
祉
用
具
貸
与
、
短
期
入
所
生
活

介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

　
利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

◇
主
な
サ
ー
ビ
ス

地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
な
ど

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

　
利
用
者
が
施
設
入
所
を
希
望
し

た
場
合
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

◇
主
な
サ
ー
ビ
ス

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
介
護
医
療
院

■
介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
た
め

に　
若
い
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え

ば
、
働
き
世
代
か
ら
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

齢
期
に
お
け
る
要
介
護
状
態
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
大
田
市
で
は
65
歳
以
上

の
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
、

介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

を
図
る
上
で
は
、
介
護
人
材
の
確

保
が
不
可
欠
で
す
。
現
在
、
本
市

で
は
介
護
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
資
格
取
得
経
費
の
助
成
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
、
介
護
職
場
で
働
く
人

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
職
種
ご
と
や
新
入
社

員
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
人
な

ど
、
多
種
多
様
な
「
人
」
の
視
点

か
ら
「
介
護
現
場
で
働
く
」
こ
と

の
魅
力
を
生
の
声
と
し
て
伝
え
ま

す
。

■
大
田
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
は

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関

す
る
相
談
や
高
齢
者
虐
待
に
関
す

る
連
絡
・
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

《
場
所
》
大
田
市
大
田
町
大
田
イ

１
４
０
–
２

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

要介護認定の手続きの流れ

Ｕ・Ｉターン編

子育て編

６ 認定結果通知 → 申請から30日以内に通知

５ 要介護度の決定

３
主治医意見書

→ 市町村の依頼で
主治医が意見書を作成

２ 要介護認定の申請 → 本人または家族が市町村などに申請

１ 電話等で相談 → 市町村の担当窓口へ

４
訪問調査

→ 市町村の職員が
自宅を訪問して審査

非該当と認定８７ 要介護・要支援と認定



広報おおだ　Ｒ5（2023）12.21 ８

仁
摩
図
書
館
・
仁
万
ま
ち
づ
く
セ

ン
タ
ー
で
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
・

ポ
ッ
プ
、
ポ
ス
タ
ー
作
り
を
体
験

　
職
場
体
験
で
は
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。特
に
大
事
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は

素
直
に
質
問
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。体
験
中
は
不
安
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
い
ち
い
ち
質
問
す
る
な
ん

て
迷
惑
な
の
で
は
と
思
い
、
自
己

判
断
で
済
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
後
に
な
っ
て
、
そ
の
判
断

の
せ
い
で
ミ
ス
を
し
て
し
ま
う
方

が
何
倍
も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
実
生
活
に
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。

職
場
体
験
で
の
気
づ
き
を

今
後
に
役
立
て
た
い

大
田
西
中
３
年
　
弓
場
　
恵
太

西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で

圃
場
管
理
実
習
、家
畜
管
理
実
習
、

研
究
説
明
を
体
験

　
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
こ
の
職

場
を
希
望
し
ま
し
た
。
畜
産
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
さ
れ
て

い
て
、
新
し
く
知
る
こ
と
ば
か
り

で
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
荒
廃
農
地
を
利
用
し
た
ス
マ
ー

ト
放
牧
管
理
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
実
際
に
牛
と
向
き

合
い
、
牛
の
生
態
や
産
業
動
物
と

し
て
ど
う
関
わ
る
の
か
を
体
験
で

き
ま
し
た
。「
知
ろ
う・考
え
よ
う
」

と
す
る
こ
と
が
こ
の
仕
事
に
は
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
将
来
に
つ
な
が
る
体
験

で
、
ご
指
導
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

興
味
あ
る
農
業
分
野
を
体

験
し
、
夢
広
が
る

北
三
瓶
中
３
年
　
山
田
　
千
里

志
学
保
育
園
で
行
事
へ
の
参
加
、

読
み
聞
か
せ
、
昼
食
・
午
睡
・
製

作
準
備
の
補
助
を
体
験

　
読
み
聞
か
せ
で
は
、
十
五
夜
に

関
す
る
紙
芝
居
を
読
み
ま
し
た
。

め
く
り
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
読
む

の
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
「
読
む

の
が
上
手
だ
ね
」
と
言
わ
れ
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
リ
ト
ミ
ッ
ク
で

は
、
先
生
方
が
子
ど
も
た
ち
に
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
大
き
く
動
い

て
い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

　
先
生
方
は
常
に
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
っ
て
お
ら
れ
て
、
私
も
そ

の
よ
う
な
接
し
方
が
で
き
る
人
に

な
り
た
い
で
す

保
育
士
の
子
ど
も
に
寄
り

添
う
姿
に
感
銘

志
学
中
２
年
　
清
水
　
楓
羽

　
市
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
職
場
体
験
事
業
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
本
事

業
を
４
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
社
会
で
の

職
場
体
験
活
動
を
通
し
、
郷
土
に

対
す
る
見
識
を
深
め
、
勤
労
の
尊

さ
や
望
ま
し
い
職
業
観
、
勤
労
観

を
形
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
や
資
質
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
実
施
後
に
は
、
受
け
入
れ
事
業

所
、
学
校
、
教
育
委
員
会
の
担
当

者
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度
の
総
括

や
来
年
度
に
向
け
て
の
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生

徒
の
体
験
内
容
の
希
望
が
事
前
に

聞
け
る
と
受
け
入
れ
が
し
や
す

い
、
来
年
度
も
積
極
的
に
受
け
入

れ
た
い
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
で
は
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

職
場
体
験
事
業
と
は

現場を体験し
「働く」ということを考える

　今年度、市内６中学校の生徒252人が、８月から９月にかけて、市内
約100事業所で職場体験をおこないました。
　この体験を通して中学生が感じた声を紹介します。
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大
田
消
防
署
で
車
両
点
検・放
水
、

ロ
ー
プ
結
索
訓
練
を
体
験

　
消
防
士
の
仕
事
は
、人
を
助
け
、

人
の
命
を
救
う
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
普
通
救
命

講
習
で
受
け
た
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
講
習
で
す
。
実
際
の
現
場

で
お
こ
な
う
の
は
、
と
て
も
勇
気

が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
も

の
と
き
は
自
ら
動
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　
僕
も
将
来
、
責
任
と
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

責
任
と
や
り
が
い
が
あ
る

仕
事
を
心
に
刻
み

大
田
一
中
３
年
　小
笠
原
恵
真

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ナ

イ
ン
」
で
介
護
を
体
験

　
介
護
は
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
利
用
者
の
方
の
中
に
は
、

耳
が
聞
こ
え
に
く
く
、
言
葉
が
伝

わ
り
に
く
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
私
の
言
葉
を
一
生
懸
命
聞
い

て
く
だ
さ
り
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
、
利
用
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
を
、
介
護
士
、
作
業
療

法
士
、
看
護
師
な
ど
沢
山
の
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
方
々
が
協
力

し
て
ケ
ア
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
知
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
私
も
将
来
働
く
と
き
に
は
、
楽

し
さ
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
職
業
に
就
き
た
い
で

す
。 介

護
専
門
職
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
驚
き

大
田
二
中
３
年
　大
國
　沙
綾

平
和
亭
で
料
理
を
運
ぶ
、
食
器
を

片
付
け
る
、
食
器
を
洗
う
体
験

　
初
め
て
の
職
場
体
験
は
、
全
部

が
初
め
て
で
、
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
店
の
担
当
の
方
や
シ
ェ
フ

の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
、
な

ん
と
か
基
本
の
仕
事
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
と
て
も
忙
し
く
、
昼

食
を
食
べ
る
頃
に
は
２
時
を
と
っ

く
に
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
立
ち
仕

事
な
の
で
、
３
日
目
に
は
体
は
ヘ

ト
ヘ
ト
、
足
も
膝
も
痛
く
、
つ
い

に
腰
ま
で
限
界
で
し
た
。
疲
れ
て

い
る
顔
も
見
せ
ず
に
笑
顔
で
お
客

さ
ん
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る

店
員
さ
ん
や
シ
ェ
フ
の
皆
さ
ん
は

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
一
生
懸
命
働
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

疲
れ
を
見
せ
な
い
プ
ロ
意

識
に
感
動

将
来
に
向
け
て
の
選
択
肢

増
え
て
楽
し
み
に志

学
中
保
護
者

大
田
三
中
３
年
　小
笠
原
大
斗

　
体
験
学
習
は
３
日
間
の
予
定
で

し
た
が
、
初
日
は
行
く
こ
と
が
で

き
ず
、
２
日
目
か
ら
の
参
加
で
し

た
。

　
今
回
は
志
学
保
育
園
で
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
日
帰

る
と
嬉
し
そ
う
な
顔
で
「
楽
し

か
っ
た
。
で
も
疲
れ
た
」「
先
生

は
心
の
広
い
人
た
ち
だ
な
あ
と

思
っ
た
」
と
感
想
も
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　
２
日
間
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
は

「
保
育
園
で
働
け
れ
ば
い
い
な
」

と
も
話
し
て
い
て
、
こ
の
体
験
で

将
来
に
向
け
て
の
選
択
肢
が
増
え

て
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
体
験
と
い
う
形
で
学
習
さ
せ
て

も
ら
え
て
、
子
ど
も
の
成
長
も
感

じ
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。 保

護
者
の
立
場
か
ら―

職場体験を通し
　　　　未来の可能性を広げる―
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問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8121）

ＤＲＡＫＥＳ   ＪＡＢＡＲＩ

外国語指導助手（ＡＬＴ）の 紹 介
引き続き３人目のＡＬＴをご紹介します

　皆さん、こんにちは！はじめまして。
僕の名前はドレイクス・ジャバリ、

「ジャ・バ・リ」と呼んでください。今
年から大田市のＡＬＴになりました。
　私は、東カリブ海にある小さな国バ
ルバドスのブリッジタウン出身です。
バルバドスは、「ビーチ」「ラム酒」

「クロップオーバーフェスティバル」
で有名です。
　日本に来たのは初めてで、８月の初
めに、約28時間のフライトでやって来
ました。初めて大田市に来た時、開催
されていたフェスティバル（市民の祭
り天領さん）を訪れ、大田市での生活
を楽しんでいます。趣味は料理、写真、

水泳ですが、日本にいる間に柔道や柔
術を習いたいと思っています。私の好
きな食べ物は母国で「ロティ」と呼ば
れるもので、日本の食べ物では「お好
み焼き」が気に入りました。
　これから、もっと皆さんとコミュニ
ケーションが取れるように、日本語の
勉強も頑張ります。皆さんと一緒に働
けることを誇りに思いますし、できる
だけ多くの皆さんにお会いできること
を楽しみにしています！大田市での生
活が幸せなものになることを願ってい
ます。

　
10
月
30
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社（
永
島
英
器
執
行
役
社
長
）

の
「
私
の
地
元
応
援
募
金
」
目
録
贈

呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

が
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
全
国

の
自
治
体
な
ど
に
「
地
元
の
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
寄

附
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
田
市
へ
の
寄
附
は
令
和
２
年
度

か
ら
引
き
続
き
４
回
目
で
、
寄
附
金

は
健
康
増
進
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
総
務
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
１
３
）

私
の
地
元
応
援
募
金

明
治
安
田
生
命

　保
険
相
互
会
社瀬戸康広松江支社長（左）

第67回大田市小学校体操競技会結果
10月７日、大田総合体育館にて開催（○内の数字は学年）
総合順位

問大田市体操連盟（安田）（☎090‐7370‐9304）

３年男子
優勝　木島淳生　   久手
２位　古瀬伊織　   鳥井②
３位　長谷田晴斗   大田②
３年女子
優勝　多根真凛　   大田
２位　佐々木晴莉   五十猛
３位　芝尾成海　   高山①
４年男子
優勝　宇谷　昊　   大田
２位　長谷田一樹   大田
３位　安井貴一　   大田
４年女子
優勝　渡邊成美　   久手
２位　井上風花　   大田
３位　吉田果央　   志学

５年男子
優勝　芝尾知紘　   高山
２位　野上航二郎   大田
３位　田中大翔　   朝波
５年女子
優勝　佐々木心春   五十猛
２位　福間萌子　   長久
３位　石賀百椛　   志学
６年男子
優勝　松尾珠徳　   志学
２位　大谷望夢　   川合
３位　松浦永治　   大田
６年女子
優勝　月森ゆめ　   久手
２位　郷原彩春　   大田
３位　宮田真彩　   仁摩

男子（マット）
優勝　松尾珠徳　   志学⑥
２位　芝尾知紘　   高山⑤
３位　木島淳生　   久手③
女子（マット）
優勝　郷原彩春　   大田⑥
２位　月森ゆめ　   久手⑥
３位　佐々木心春   五十猛⑤

男子（鉄棒）
優勝　芝尾知紘　   高山⑤
２位　木島淳生　   久手③
３位　野上航二郎   大田⑤
女子（鉄棒）
優勝　郷原彩春　   大田⑥
２位　月森ゆめ　   久手⑥
３位　井上風花　   大田④

男子（跳び箱）
優勝　松尾珠徳　   志学⑥
２位　芝尾知紘　   高山⑤
３位　宇谷　昊　   大田④
女子（跳び箱）
優勝　月森ゆめ　   久手⑥
２位　佐々木心春   五十猛⑤
３位　郷原彩春　   大田⑥

男子（倒立競争）
優勝　野上航二郎   大田⑤
２位　木島淳生　   久手③
３位　芝尾知紘　   高山⑤
女子（倒立競争）
優勝　郷原彩春　   大田⑥
２位　佐々木心春   五十猛⑤
３位　月森ゆめ　   久手⑥



　井田いきいきタクシー運営協議会など10事業者が、
（一社）日本モビリティ・マネジメント会議が実施する
「ＪＣＯＭＭマネジメント賞」（地域経営エコシステム
で支える過疎地域の公共交通構築事業）を受賞し、10
月27日、代表者４人が市長に受賞を報告しました。
　井田いきいきタクシー運営協議会の鳶川秀信会長は

「高齢者が満足できる生活が送れている。これからも地
域の活性化につなげていきたい」と話しました。
　市長は「皆さんの努力で作りあげたこの取り組みが
評価され、受賞されたことを大変嬉しく思う。市とし
てこれからも一緒に協力しながら応援したい」と喜び
ました。
　　　　　 問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）

　今回はブラジルの年越しの夜の過ごし方を紹介した

いと思います。ブラジルは12月下旬から３月下旬は夏

です。年末年始はとても暑いので大晦日の夜は海や

プールサイドで過ごす人達がたくさんいます。海で過

ごす人は31日のカウントダウン後、豪華な花火が夜空

を照らしている間、シャンパンを開けて友達や家族と

祝います。その時着ている服装の色にも意味があり、

大半は白い洋服を着ます。白には新しい年が「平和」

で「良い年になりますように」と思いが込められてい

ます。他にも黄色は「金運」、赤は「恋愛運」など、

色によって込められる思いが変わります。その他にも、

年越しの瞬間に海に入って波を７回飛び越えたり、ザ

クロの種を７つ財布にしまっておくと金運が上がった

りすると言われています。反対に大晦日に鶏肉を食べ

ると運が下がるという迷信などもあります。皆さんも

よいお年をお迎えください。Ｂｏａｓ　Ｆｅｓｔａｓ!

　　　　　 問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）　
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Ｖｉｒｔｕａｌｉｏｎ（バーチャリオン）株式会社

多くの人に感動を伝えたい

　11月６日、Ｖｉｒｔｕａｌｉｏｎ（バーチャリオン）株式
会社（東京都）と大田市が包括連携協定を締結しました。
　同社はバーチャル技術を活用したミュージアム体験
の展開を主要業務とし、10月１日に石見銀山資料館内
に「世界遺産石見銀山ミュージアム支店」を設置。こ
の協定は「相互に連携し、双方の資源を有効に活用し
た協働取組を推進することにより、地域のさまざまな
課題解決に向けて、地方創生の実現や持続可能な社会
を構築すること」を目的としています。
　五十里翔吾代表取締役社長は「どこでも誰でも見ら
れるバーチャルによる博物館を提供することによっ
て、より身近に文化財や美術品に触れ合うことができ
る。多くの人に感動を伝えたい」と話しました。

　　　　　　　 　問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

持続可能な地域交通に貢献

ＪＣＯＭＭマネジメント賞受賞

ブ
ラ
ジ
ル
の
年
越
し
の
様
子

よ
う 

す

ぶ
　ら
　じ
　る

と
し 

こ

左から板倉満幸センター長、鳶川秀信会長、市長、
厚朴邦広常務理事、殿山裕子集落支援員

こんかい ぶ　ら　じ　る

ぶ　ら　じ　る

とし  こ よる す かた しょうかい

おも がつ げ じゅん がつ  げじゅん なつ

ねんまつねん  し あつ おおみそ  か よる うみ

ぷ　ー　る　さ　い　ど す ひとたち うみ す

ひと にち か　う　ん　と　だ　う　ん　ご ごう  か はな  び よ ぞら

て あいだ し　ゃ　ん　ぱ　ん あ ともだち か ぞく

いわ とき き ふくそう いろ い　み

たいはん しろ ようふく き しろ あたら とし へい わ

よ とし おも こ

ほか き いろ きんうん あか れんあいうん

いろ こ おも か ほか

とし こ しゅんかん うみ はい なみ ななかい と　　　こ ざ

く　ろ たね なな さい  ふ きんうん あ

い はんたい おおみそ  か とりにく た

うん さ めいしん みな

とし むか ぼあす ふぇすたす

てい じゅう か

五
十
里
翔
吾
代
表
取
締
役
社
長
（
右
）

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

ICHIGO-ICHIE
一期一会

い　ち　 ご  い　ち　え
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明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

　
大
田
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学
部
や
石

見
高
等
看
護
学
院
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
今
年
度
、
石
見
高
等
看
護
学
院
に
入
学
し

た
２
人
の
学
生
に
近
況
を
伺
い
ま
し
た
。

入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
っ
て
い
か
が
で
す
か

（
木
島
）入
学
当
時
と
比
べ
て
、
益

田
で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
新
し
い
友
達
も
で
き
、
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
毎
週
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
り
、

実
習
が
始
ま
っ
た
り
と
大
変
な
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
友
達
と
支
え

合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
島
田
）入
学
し
た
頃
は
勉
強
や
人

間
関
係
が
上
手
く
い
く
か
不
安
で

し
た
が
、
半
年
が
経
ち
、
お
互
い

に
励
ま
し
合
っ
た
り
、
教
え
合
っ

た
り
で
き
る
友
達
が
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。
勉
強
の
内
容
も
難
し

く
大
変
で
す
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
助
け
合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
ま

す
。

（
木
島
）病
院
に
来
ら
れ
る
患
者
さ

ん
の
ほ
と
ん
ど
が
、
病
気
や
け
が

に
対
し
て
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
患

者
さ
ん
の
不
安
に
寄
り
添
い
、
少

し
で
も
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る

看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

（
島
田
）患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、
身
体
面
だ
け
で
な
く

精
神
面
も
支
え
る
こ
と
が
で
き

て
、
安
心
感
や
信
頼
感
を
も
っ
て

も
ら
え
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で

す
。

（
木
島
・
島
田
）卒
業
後
は
地
元
で

あ
る
大
田
市
に
戻
り
、
看
護
師
と

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
２
年

後
の
国
家
試
験
に
合
格
す
る
た

め
、
日
々
の
勉
強
や
実
習
を
頑

張
っ
て
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
５
７
）

島田桃羽さん（左）と木島優来さん（右）

ど
ん
な
看
護
師
に
な
り
た
い

で
す
か

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ

さ
い

宝
く
じ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

「
消
防
団
員
用
防
火
衣
」
を
整
備

　
市
で
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受

け
、
消
防
団
員
用
防
火
衣
11
着
を

整
備
し
ま
し
た
。

　
当
市
消
防
団
は
、
１
本
部
28
分

団
で
構
成
さ
れ
、
郷
土
愛
の
精
神

と
強
い
使
命
感
の
も
と
、
火
災
や

地
震
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
現
場

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
福
間
達
雄
消
防
団
長
は「
近
年
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
に
は
安
全
装
備
品

を
充
実
さ
せ
、
備
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
。
こ
の
た
び
、
整
備
さ

れ
た
防
火
衣
を
最
大
限
に
活
用

し
、
災
害
現
場
で
活
動
す
る
消
防

団
員
の
安
全
を
確
保
し
、
確
実
で

円
滑
な
消
防
活
動
に
繋
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
こ
の
宝
く
じ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
、
地
域
防
災
の
中

核
で
あ
る
消
防
団
員
の
安
全
装
備

品
の
整
備
を
進
め
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４‐

82‐

０
６
５
０
）

整
備
し
た
防
火
衣
と
福
間
団
長
（
左
）

地域防災組織育成助成事業
「消防団育成助成事業」

（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報
事業として、消防団の装備の拡充を図るとともに、
消防団の活動に対し地域住民から積極的な協力を得
るために必要となる設備などの整備に関する事業に
助成をおこなうものです。

寄
附

ありがとうございます
石見銀山基金

・森田製菓株式会社

・イオンリテール株式会社

・森山　久之

・清水　克典

・市内設置募金箱

※令和５年３月１日～令和５年11月30日までの確認分
　（順不同・敬称略・公表を望まれない人を除く）
　　　　　　　　　　問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）
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今
年
は
平
成
30
年
に
発
生
し
た

島
根
県
西
部
地
震
か
ら
５
年
の
節

目
と
な
る
年
で
す
。多
く
の
人
に
、

よ
り
身
近
に
防
災
・
減
災
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
10
月
22
日
、「
大
田
市
防
災

フ
ェ
ア
」
が
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
、
約
１
０
０
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
消
防
車
、救
急
車
、

パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
地

震
体
験
車
、
煙
ハ
ウ
ス
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
実
際

に
災
害
の
怖
さ
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
防
災
意
識
を
高
め
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
６
つ
の
小
・
中
学
校
（
静
間
小
学
校
・
五
十
猛
小
学

校
・
第
一
中
学
校
・
第
二
中
学
校
・
北
三
瓶
中
学
校
、
大
田
西

中
学
校
）
で
、
児
童
・
生
徒
と
親
子
が
触
れ
合
う
「
思
春
期
・

赤
ち
ゃ
ん
交
流
学
習
事
業
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
児
童
・
生
徒
が
、
乳
幼
児
や
保
護
者
と
交
流

し
、
抱
き
方
や
遊
び
方
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
や

親
子
の
愛
情
の
深
さ
、
家
庭
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
24
日
に
は
、
静
間
小
学
校
に
生
後
４
か
月
か
ら
１
歳
６

か
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
９
組
が
集
ま
り
、
５
・

６
年
生
の
児
童
22
人
が
抱
っ
こ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
も

ち
ゃ
で
あ
や
す
な
ど
の
触
れ
合
い
を
体
験
し
ま
し
た
。
交
流
体

験
の
前
に
は
助
産
師
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
・
発
達
や
触
れ

合
う
と
き
の
心
構
え
、
誰
も
が
大
事
に
育
て
ら
れ
て
き
て
大
切
な
存
在
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
自
分
も
大
切
に
さ
れ

て
き
て
、
今
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

川
合
地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

炊
き
出
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

　
10
月
22
日
、
大
田
市
立
病
院
で

「
２
０
２
３
病
院
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

　
病
院
ま
つ
り
は
、
地
域
と
と
も

に
歩
む
病
院
と
し
て
、
病
院
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
、
病
院

ス
タ
ッ
フ
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

触
れ
合
い
の
場
の
創
出
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
骨
密
度
」
や
「
血
管
年
齢
」

な
ど
の
測
定
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

妊
婦
・
高
齢
者
体
験
や
手
洗
い

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
測
定
コ
ー
ナ
ー
を

利
用
し
ま
し
た

赤
ち
ゃ
ん
の
涙
を
ふ
く
児
童

５年の節目に防災意識高める
大田市防災フェア

新病院で初開催 ４年ぶりに大盛況
大田市立病院「２０２３病院まつり」

赤ちゃんとの触れ合いで命の尊さ育む
思春期・赤ちゃん交流学習事業

おおだ
ウォッチング

まちの話題を紹介

お
も
ち
ゃ
で
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
す
児
童
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お口の健康！　すてきな笑顔でハハハの歯♪
問健康増進課（☎0854‐83‐8153）

今月の「＋１」　オーラルケア
プラスワン

口から始める　健康づくり

　島根県と県内自治体が推進する健康づく
り活動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対
策など、健康に関する取り組みを「なにか
1 つ」加えることで、皆さんの健康意識を
高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋１」活動
プラスワン

　みなさんは歯科の定期受診をされていますか？定期的な歯石除去や検診、早期治療は
歯の喪失防止に重要です。お口の健康は口だけにとどまらず、全身の健康に影響してお
り、高齢期になっても歯が多く残っている人や、歯が少なくても義歯などを入れている
人は、認知症の発症や要介護状態になる危険性が低いといわれています。早いうちから
お口の健康管理をおこない、健康寿命を伸ばしていきましょう。

　歯と口の健康を維持・向上させるには、歯磨きな
ど自分でおこなう「セルフケア」と、治療や健診な
ど歯科医院でおこなう「プロフェッショナルケア」
の両輪で取り組むことが大切です。そうすることで
予防効果が高まります。

　フッ化物（歯の質を強くする）・抗炎症剤 （消炎する）・殺菌剤（プラーク中の細菌の増
殖を抑制する）・酵素 （プラークを分解・除去して付着を防ぐ）などがあり、目的に応じ
て選ぶとよいでしょう。

　すべての項目にチェックがつかないときは、お口の中に問題があるかもしれません。
かかりつけの歯科医に相談しましょう。
　すべての項目にチェックがついても、引き続き丁寧な歯みがきを心がけ、少なくとも
年に１回は歯科健診を受けましょう。

☆やってみよう！ お口の健康セルフチェック

セルフケアとプロフェッショナルケア

□　いつも口の中がさわやかだと思う
□　歯肉の色がよく（ピンク色で）引き締まっている
□　歯のぐらつきがなく、しっかりかめる
□　歯と歯の間に物がはさまらない
□　歯がしみたり、痛まない
□　口からいやな臭いがない
□　舌はいつもピンク色をしている

　歯ブラシによる歯みがきが基本ですが、歯磨剤・
洗口液などを併用すると歯垢（プラーク）の付着を
防止する効果が期待できます。

セルフケアについて

歯磨剤

　洗口液は口腔内の洗浄・消毒を目的とする液体で、口の中をゆすぐために用いられるも
のです。歯みがき後の仕上げのほか、一時的に爽快感が欲しいとき、口臭を抑えたいとき
などに使用します。

洗口液

　歯と歯の間の清掃にはデンタルフロスや歯間ブラシが有効です。1 日 1 回を目安に使用
しましょう。

デンタルフロス
歯間ブラシ

こんにちは
保健師です
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健康ガイド１月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（医療機関）
種　類 医療機関 対象者など

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性
◎自己負担金 2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

50歳～74歳までの大田市民
◎自己負担金　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ胃がん

（胃カメラ）
検診

大田市
市内７医療機関
 大田呼吸循環クリニック、合原医院、
 昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院、
 仁摩診療所 予約サイト

医療機関

がん検診
市ホームページ

種　類 対象者など

１月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

種　類 日　時 場　所 内　容 お持ちいただくもの

10日㈬ ９:00～11:30

10:00～11:30
受付９:45～

13:00～16:15

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」

（市役所１階）

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」

（市役所１階）

仁摩保健センター

乳幼児相談

育児教室
（前期）

授乳サロン
ごくごく離乳 24日㈬

26日㈮

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

身体計測・授乳相談

母子健康手帳
バスタオル

おむつ

母子健康手帳
バスタオル

おむつ

母子健康手帳
バスタオル

おむつ

ふれあい遊び、絵本読み
聞かせなど。妊婦さんも
大歓迎

「献血」は命をつなぐボランティア
ご協力ください

９：30～11：30　大田市消防本部

13：30～16：00　大田市役所

１月９日㈫

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
今
回
は
大
田
市
か
ら
離
れ
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
世
界
遺
産
「
タ
ル

ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
の
鉛
・

銀
・
亜
鉛
鉱
山
と
そ
の
地
下
水
利

用
シ
ス
テ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
世
界
遺
産
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
南
部
に
あ
り
ま
す
。
15
世
紀
の

終
わ
り
に
鉱
山
が
見
つ
か
り
、
１

５
２
６
年
に
鉱
山
都
市
と
し
て
認

可
を
受
け
て
か
ら
１
９
１
３
年
ま

で
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。
閉
山
後

は
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
観
光
開

発
が
進
め
ら
れ
、
現
在
で
は
そ
の

活
動
を
引
き
継
い
だ「
Ｓ
Ｍ
Ｚ
Ｔ
」

と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
営
利
目
的
で
な

い
非
政
府
民
間
組
織
）
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
見
銀
山
と
は
歴
史
的
に
直
接

の
関
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
稼

働
時
期
が
近
い
こ
と
（
石
見
銀
山

は
、
１
５
２
７
〜
１
９
２
３
年
）

を
始
め
、
と
も
に
16
世
紀
代
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く

貢
献
し
た
こ
と
、
閉
山
後
に
地
域

の
人
々
に
よ
っ
て
遺
産
が
守
ら
れ

た
こ
と
な
ど
、
偶
然
に
も
多
く
の

共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
と

大
田
市
の
交
流
は
、
２
０
１
７
年

に
同
鉱
山
の
関
係
者
が
石
見
銀
山

を
視
察
に
来
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
写
真
を

交
換
し
て
お
互
い
の
遺
産
を
紹
介

し
あ
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
の
２
月
に
、
タ
ル

ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
の
管
理
団

体
で
あ
る
「
Ｓ
Ｍ
Ｚ
Ｔ
」
か
ら
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
と
発
表
の

依
頼
が
あ
り
、
石
見
銀
山
の
関
係

者
５
人
か
ら
な
る
訪
問
団
を
結
成

し
て
９
月
に
交
流
し
ま
し
た
。
現

地
で
は
関
係
者
と
直
接
会
談
す
る

と
と
も
に
、
構
成
資
産
を
見
学
し

ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、「
Ｓ
Ｍ
Ｚ
Ｔ
」を
含
め
て
地
域

の
人
々
が
、
自
分
達
の
町
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
鉱
山
と
「
グ
ヴ
ァ
ル
キ

（
鉱
山
労
働
者
）」
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
タ
ル
ノ
フ
ス

キ
ェ
・
グ
ル
ィ
で
の
地
域
と
世
界

遺
産
の
関
わ
り
方
は
、
石
見
銀
山

に
と
っ
て
も
非
常
に
参
考
に
な
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
銀
鉱
山
の
世
界
遺
産
を
持
つ
者

同
士
、
交
流
に
よ
り
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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火 木 金日

⑦
⑭
㉑
㉘

月 水

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

４

11

18

25

５

12

19

26

土

⑥
⑬
⑳
㉗

ポーランド交流事業

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

　大人も子どもも訪日観光客も魅了
するガチャガチャ。多様なアイテム
を自らの手で取りだすシステム、そ
してＳＤＧｓやキャッシュレスも導
入……とガチャガチャビジネスの可
能性は無限大かも？身近な経済学を
楽しく学べる１冊です。

おすすめの本
『ガチャガチャの経済学』　小野尾　勝彦／編　

　 　　　　　　  プレジデント社（中央図書館所蔵）

◇展示テーマ

第９回
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◇行事と企画展
１月の図書館お休みの日

年末年始の休館　12月28日㈭～１月３日㈬

仁
　摩

「縁起物」
　年の初めから縁起がいいや！そんな一言が出
てくるような縁起の良い本を集めました。

「でんせつのいきもの」
　新年の干支である辰にちなんで、伝説の生き
ものが出てくる本を紹介します。

「変わる、始める」
　気にはなっているけれど、いつかいつかと先
延ばしにしていることはありませんか。
　料理、園芸、俳句、ストレッチなど、スター
トをお助けできるような本をご用意しました。

中
　央

おはなし会

古文書を読む会

鈴木賞展

おはなし会

写真クラブ“遊”写真展

里親啓発展

図書館

中 央

行　事

13日㈯・27日㈯ 

20日㈯ 

４日㈭～29日㈪ 

20日㈯ 

５日㈮～22日㈪

１月24日㈬～２月５日㈪

日　　時

仁 摩

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45



穢
（
け
が
）
れ
に
つ
い
て

　
日
本
社
会
に
は
三
大
不
浄
（
死

穢
・
血
穢
・
産
穢
）と
い
う
考
え
が

長
い
間
存
在
し
て
き
た
。
昔
の
人

は「
死
」を
と
て
も
恐
れ
、怪
我
な

ど
で
大
量
に
出
血
す
れ
ば
死
ん
で

し
ま
う
の
で「
血
」も
恐
ろ
し
か
っ

た
し
、
出
産
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　
三
大
不
浄
と
い
う
穢
れ
の
考
え

で
女
性
は
不
浄
な
も
の
と
し
て
、

差
別
さ
れ
忌
避
さ
れ
て
き
た
。

　
２
０
１
８
年
４
月
の
大
相
撲
春

巡
業
に
お
い
て
、
京
都
府
舞
鶴
市

長
が
土
俵
で
あ
い
さ
つ
中
に
倒
れ
、

看
護
師
の
女
性
が
土
俵
に
駆
け
上

が
り
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

応
急
処
置
を
し
た
お
か
げ
で
命
が

助
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
に
「
女
性
は
土
俵
か
ら

下
り
て
く
だ
さ
い
。」と
い
う
場
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
こ
と
が
、

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、

人
の
命
よ
り
大
切
な
も
の
が
あ
る

の
か
と
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
た
。

　
部
落
差
別
も
同
じ
こ
と
で
、
穢

れ
て
い
る
な
ど
の
考
え
は
、
不
条

理
で
間
違
っ
て
い
る
。

太
政
官
布
告（
解
放
令
）発
令

　
明
治
４
年
８
月
28
日
に
太
政
官

布
告
（
解
放
令
）
発
令
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
差
別
さ
れ
て
き
た
人
々

の
名
称
・
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
身

分
制
度
も
無
く
な
り
、
職
業
も
自

由
と
な
っ
た
。

　
大
阪
で
は
、
こ
れ
を
祝
い
と
し

て
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
職
業
が
自
由
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
差
別

さ
れ
て
き
た
人
々
は
仕
事
を
奪
わ

れ
る
不
安
も
あ
っ
た
。

解
放
令
反
対
一
揆
の
発
生

　
明
治
４
年
か
ら
明
治
10
年
ま
で

の
７
年
間
に
西
日
本
を
中
心
に
解

放
令
反
対
一
揆
が
、
11
府
県
で
21

回
も
発
生
し
、
福
岡
県
の
竹
槍
一

揆
で
は
最
大
規
模
で
10
〜
15
万
人

が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
い
る
。

　
当
時
の
日
本
の
人
口
が
３
千
万

人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
大
き

な
一
揆
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
美
作
解
放
令
反
対
一
揆

で
は
そ
れ
ま
で
差
別
さ
れ
て
き
た

人
々
が
解
放
令
反
対
を
拒
否
し
た

こ
と
に
よ
り
18
人
も
殺
害
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
１
歳
の
子
ど
も
や
70

歳
の
高
齢
女
性
も
含
ま
れ
て
い
た
。

水
平
社
創
立
宣
言

　
大
正
11
年
３
月
３
日
に
京
都
府

の
岡
﨑
公
会
堂
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
続
け
た
人
々
に
よ
っ
て
全
国

水
平
社
が
創
立
さ
れ
た
。

　
解
放
令
発
令
か
ら
50
年
が
経
過

し
て
も
差
別
の
実
態
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
平
社
創
立

宣
言
で
「
人
間
賛
歌
」
の
思
想
を

基
調
に
し
、
差
別
へ
の
断
固
た
る

「
抵
抗
権
」
の
行
使
を
訴
え
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
水
平
社
宣
言
に

は
、「
兄
弟
」
表
記
に
「
姉
妹
」
が

書
か
れ
て
い
な
い
と
か
、「
男
ら

し
き
」の
表
記
が
あ
る
こ
と
で
、現

在
で
は
女
性
軽
視
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

風
評
に
つ
い
て

　
関
東
大
震
災
の
時
に
朝
鮮
人
が

井
戸
に
毒
を
入
れ
た
と
嘘
の
風
評

が
流
れ
、
そ
れ
を
信
じ
た
日
本
人

が
多
く
の
朝
鮮
人
を
虐
殺
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
風
評
被

害
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

中
に
蔓
延
し
た
時
に
も
、
風
評
被

害
に
よ
り
、医
師
・
看
護
師
・
福
祉

関
係
者
や
そ
の
家
族
が
誹
謗
中
傷

を
受
け
た
こ
と
も
同
じ
こ
と
で
、

風
評
は
と
て
も
怖
い
も
の
だ
。

現
代
に
お
け
る
部
落
差
別

　
現
代
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
分
断
に
よ
り
、
差
別
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
平
成
23
年
11
月
に
東
京
都
の

「
プ
ラ
イ
ム
総
合
法
務
事
務
所
」

が
、
全
国
か
ら
戸
籍
抄
本
や
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
不
正
取
得
し
て

い
た
事
件
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
と
き
、
弁
護
士
な
ど
８
士

業
が
戸
籍
抄
本
や
住
民
票
の
写
し

を
請
求
で
き
る
職
務
上
請
求
用
紙

を
２
万
枚
も
偽
造
し
、
そ
の
内
１

万
枚
を
不
正
取
得
に
使
い
、
数
億

円
も
儲
け
て
い
た
。

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
戸
籍

抄
本
や
住
民
票
の
写
し
が
不
正
取

得
さ
れ
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
地
名
や
人
名
ま
で
さ
ら
す
と

い
っ
た
、
顔
が
見
え
な
い
差
別
も

社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
差
別
は
い
か
な
る
合
理
性
も
無

い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

常
識
を
疑
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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講
師
の
谷
元
昭
信
さ
ん

た
に
も
と
あ
き
の
ぶ

　
８
月
21
日
、
第
３
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
第
３
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
１
７
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
部
落
解
放
論
研
究
会
代
表
の
谷
元
昭
信
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
部
落
差
別
解
消
過
程
の
現
段
階
と
問
題
克
服
へ
の
課
題
〜
解
放
令
発
布

１
５
０
年
・
水
平
社
創
立
１
０
０
年
の
地
平
か
ら
の
考
察
〜
」
と
題
し
て

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
の
講
演
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17

解
放
令
発
布
１
５
０
年

水
平
社
創
立
１
０
０
年



　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

必
要
な
物
品
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当

　
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
の
世

　
帯
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

　
る
こ
と
（
介
護
し
て
い
る
人
が

　
別
世
帯
の
場
合
は
、
そ
の
世
帯

　
も
非
課
税
で
あ
る
こ
と
）

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
要
介
護

　
認
定
で「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

　
と
認
定
さ
れ
た
要
介
護
者
を
在

　
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

※
　
施
設
に
入
所
中
の
人
や
入
院

中
の
人
は
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
さ
れ
る
介
護
用
品
の
例

　
紙
お
む
つ
、
使
い
捨
て
手
袋
、

　
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

▽
支
給
限
度
額
　
月
額
８
０
０
０

　
円
を
上
限
に
現
物
を
支
給

※
　
支
給
を
受
け
る
に
は
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
７
）

　
次
の
と
お
り
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
被
保
険
者
全
員

▽
発
送
時
期
　
１
月
中
旬

▽
診
療
月
　
令
和
４
年
11
月
〜
令

　
和
５
年
10
月
分

※
　
令
和
５
年
11
・
12
月
診
療

分
の
医
療
費
や
医
療
費
通
知
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
医
療
費
は
、
領

収
書
に
基
づ
き
、
別
途
「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
申

告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
希
望
さ
れ
る
被
保
険
者

は
、
申
請
に
よ
り
令
和
５
年
11

月
・
12
月
診
療
分
の
医
療
費
通
知

を
、
令
和
６
年
２
月
下
旬
以
降
に

送
付
し
ま
す
。

※
　
療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ
う
）

通
知
を
確
定
申
告
に
使
用
す
る
場

合
は
、
令
和
５
年
５
月
（
令
和
４

年
10
月
〜
令
和
５
年
１
月
施
術

分
）、
９
月
（
令
和
５
年
２
〜
５

月
施
術
分
）
と
令
和
６
年
１
月
送

付
予
定
分
を
あ
わ
せ
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
５
年
10
〜
12
月

施
術
分
に
つ
い
て
は
、
施
術
所
が

発
行
す
る
領
収
書
が
必
要
で
す
。

問
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

（
☎
０
８
５
２
‐
20
‐
７
５
２
５
）

　
全
国
に
お
け
る
、
所
有
者
が
不

明
の
土
地
が
占
め
る
割
合
は
、
九

州
本
島
の
大
き
さ
に
匹
敵
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
４

月
21
日
に
「
民
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
な
ら
相
続
登
記
の
免
税
措
置

も
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相

続
し
た
土
地
・
建
物
の
相
続
登
記

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局

（
☎
０
８
５
３
‐
21
‐
０
７
２
１
）

　　
事
業
所
に
よ
る
障
が
い
者
雇
用

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お
話
や
、

就
労
さ
れ
て
い
る
か
た
の
就
労
体

験
に
つ
い
て
の
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
23
日
㈫

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
対
象
　
一
般
就
労
を
目
指
し
て

　
い
る
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
就

　
労
支
援
関
係
者
・
一
般
事
業
所

　
関
係
者
　

▽
申
込
締
切
　
１
月
16
日
㈫

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

　
大
田
圏
域
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
、
大
田
シ
ル
バ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
岡
田
和
悟
院
長
に
よ

る
、
講
演
会
「
認
知
症
と
共
に
生

き
る
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
家
族
の
か
た
、
支
援
さ
れ
て
い

る
か
た
、認
知
症
に
つ
い
て
、さ
ら

に
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
１
月
18
日
㈭

　
　
　
　
15
時
〜
16
時

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
　
３
階
　

　
研
修
室

▽
定
員
　
50
人

▽
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
大
田
圏
域
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
（
石
東
病
院
医
療
福
祉
相

談
室
）
担
当
：
竹
下

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
１
０
３
５
）
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講
演
会

「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

介
護
用
品
の
支
給

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
を
通
知
し
ま
す

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

申

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和５年12月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　32,246人　（△ 54）
　・男　　15,510人　（△ 25）
　・女　　16,736人　（△ 29）
○世帯数　15,434世帯（△ 30）
○出生数　　　14人
○死亡数　　　59人
○面　積　435.34㎢

申

18

障
が
い
者
一
般
就
労
体
験

発
表
会 催

　
　し
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島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書

士
が
、
遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動

産
の
売
買
、
ロ
ー
ン
の
返
済
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
今
な
ら
相
続
登
記
に
つ
い
て

登
録
免
許
税
が
免
税
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
続
登
記
で

お
悩
み
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
１
月
13
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

▽
会
場
　
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ

　
ン
タ
ー

▽
相
談
料
　
無
料

※
　
予
約
な
し
で
も
相
談
可
能
で

す
が
、
予
約
優
先
で
す
。

　
・
問
島
根
県
司
法
書
士
会
事
務

局（
☎
０
８
５
２
‐
24
‐
１
４
０
２
）

▽
日
時
　
１
月
13
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
19
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
教
室
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
老
後
の
３
大
不
安
で
あ
る
、

お
金
、
健
康
、
孤
独
。
中
で
も

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
老
後
の
お

金
に
つ
い
て
、
経
験
豊
富
な
専
門

の
講
師
で
あ
る
野
々
村
千
映
子
さ

ん
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
）
が
、
多
く
の
人
達
の
不
安

の
基
を
紐
解
き
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

　
着
実
な
資
金
計
画
を
立
て
て
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
充
実
し
て
過
ご

す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
　
１
月
20
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
14
時
15
分

▽
対
象
　
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る

　
女
性
。
た
だ
し
、
事
業
の
趣
旨

　
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
男
性

　
の
参
加
も
可
能
。

▽
定
員
　
90
人

映
画
上
映
会

▽
日
時
　
１
月
20
日
㈯

　
　
　
　
14
時
30
分
〜

▽
作
品
　「
老
後
の
資
金
が
あ
り

　
ま
せ
ん
」（
２
０
２
１
年
／
１
１

　
５
分
）

▽
内
容
　
垣
谷
美
雨
の
同
名
ベ
ス

　
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
映
画
化
。
節

　
約
を
モ
ッ
ト
ー
に
夫
と
子
ど
も

　
２
人
の
家
計
を
や
り
く
り
し
、

　
老
後
の
た
め
に
コ
ツ
コ
ツ
貯
金

　
し
て
き
た
主
人
公
が
、
親
の
葬

　
儀
、
娘
の
結
婚
、
自
身
と
夫
の

　
失
業
、
そ
し
て
夫
の
母
と
の
同

　
居
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
難
に

　
襲
わ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
奮
闘

　
す
る
姿
を
描
く
。

い
ず
れ
も

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
感

染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、

実
施
方
法
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
・
問（
公
財
）
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

19

島
根
県
司
法
書
士

無
料
相
談
会

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

申

申

申

令和６年消防出初式
　令和６年の年頭にあたり、消防関係者が一堂
に会し、士気を高め「災害に強いまちづくり」
の実現を誓うとともに、市民の皆さんの防火・
防災への意識をさらに高めてもらうため、令和
６年消防出初式を開催します。

▽日時　１月７日㈰
　　式典　９時30分～　
　　　　　会場：大田市民会館
　　※　式典は関係者のみの開催とします。
　　分列行進　10時30分頃～
　　　　　会場：大田町内
　　一斉放水　11時頃～
　　　　　会場：神田橋上流付近

　　　問消防本部総務課（☎0854‐82‐0650）

さ ぎ

ＡＴＭに行って！は詐欺

　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう
案内することはありません。不審な場合
は、介護保険課へお問い合わせください。

介護保険料の還付金詐欺に注意！

問介護保険課（☎0854‐83‐8063）



夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
入
門
）

▽
日
時
　
１
月
29
日
〜
２
月
19
日

　
　
　
　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

　
　
　
　
２
月
12
日
㈪
は
休
講

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
１
０
０
０
円

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
１
月
19
日
㈮

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
放
送
大
学
は
、
令
和
６
年
４
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
０
０
０
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き

ま
す
。
ま
た
、
半
年
だ
け
在
学
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▽
出
願
期
間

　
第
１
回
　

　
11
月
26
日
㈰
〜
２
月
29
日
㈭

　
第
２
回
　
３
月
12
日
㈫
ま
で

◇
入
学
説
明
会
・
相
談
会

・
出
雲
会
場

▽
日
時
　
１
月
７
日
㈰
13
時
〜

　
　
　
　
２
月
25
日
㈰
13
時
〜

▽
場
所
　
出
雲
中
央
図
書
館

・
浜
田
会
場

▽
日
時
　
１
月
28
日
㈰
10
時
〜

　
　
　
　
２
月
16
日
㈮
９
時
〜

▽
場
所
　
県
立
西
部
社
会
教
育
研

　
修
セ
ン
タ
ー（
い
わ
み
ー
る
内
）

※
　
資
料
（
無
料
）
請
求
は
、
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０
）

　
国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
意
見
や
要
望
を
国
有

林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期
　
令
和
６
年
４
月
１
日
〜

　
令
和
７
年
３
月
31
日

▽
対
象
　
森
林
・
林
業
お
よ
び
国

　
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人

※
　
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤

の
国
家
公
務
員
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
３
年
間
連
続

し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
た

人
は
除
き
ま
す
。

▽
募
集
締
切
　
２
月
９
日
㈮

※
　
詳
し
く
は
、
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

（
☎
０
６
‐
６
８
８
１
‐
３
４
１
２
）

◇
第
４
回
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

　（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

▽
応
募
資
格
　

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

　
月
の
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
33

　
歳
未
満
の
人

▽
採
用
予
定
日
　

　
採
用
予
定
通
知
書
で
通
知

▽
応
募
期
間

　
12
月
１
日
㈮
〜
１
月
25
日
㈭

▽
試
験
期
日

（
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
）

　
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
　
２
月
２
日

　
㈮
・
３
日
㈯
の
う
ち
１
日

（
口
述
試
験
・
身
体
検
査
）

　
２
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
う
ち

　
１
日

▽
試
験
会
場

（
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
）
　

　
受
付
時
に
通
知

（
口
述
試
験
・
身
体
検
査
）
　

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

▽
試
験
種
目
　

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
地

　
理
歴
史
・
公
民
・
作
文
）、
口
述

　
試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検

　
査
、
経
歴
評
定

＊
経
歴
評
定
と
は
、
多
様
な
経
歴

を
有
す
る
受
験
者
の
能
力
を
総
合

的
に
評
価
す
る
も
の
で
、
該
当
す

る
資
格
・
免
許
な
ど
は
自
衛
隊
島

根
地
方
協
力
本
部
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
０
０
１
５
）
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職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
４
月
入
学
生

令
和
６
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

自
衛
官
候
補
生

＊

近畿中国森林管理局
ホームページ

申

年末
年始

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

27日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

20日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

20日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂 １月の予定

募
　
　
集

20

　年末年始の窓口は混雑が予想されます。
各種手続きはお早目にお願いします。
※　施設によって休業期間が異なる場合が
あります。

市役所窓口の休業日市役所窓口の休業日
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休日
夜間

マイナンバーカード
窓口を開設

　マイナンバーカードの申請・交付について、次の
とおり、休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこな
います。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請
や受け取りが難しい人は、ぜひ、ご利用ください。
なお、混雑緩和のため、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　　令和６年１月14日　２月11日
　平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　　令和６年１月22日　２月19日
▽申請・交付場所　
　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所で
カードを保管していますので、５日前までにご連絡
ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないま
せん。
※　予約状況などにより変更する場合があります。

　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

水
道
管
が

凍
結
し
や
す
く
な
る
の
は

マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

　
マ
イ
ナ
ス
４
度
に
達
し
な
く
て

も
真
冬
日
が
続
く
と
き
、
風
が
強

い
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
や
蛇
口
は
、
保
温
材
で
覆
い
、

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
毛
布
や
布
な
ど

で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
て
テ
ー
プ
を
巻
い
て

く
だ
さ
い
。

破
裂
し
た
と
き

　
宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
大
田
市
給
水
装

置
工
事
指
定
業
者
（
左
表
）
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

年末年始・土日祝日の緊急時には
三瓶浄水場（☎0854‐84‐9336）へ
お問い合わせください

石出設備

河北設備工業㈱
サンベ電気㈱大田営業所
山陽空調㈱島根支店
中央設備
㈲内藤米穀
㈲松田水道
㈱大田設備
㈱佐藤水道
㈲山根水道
イマックス㈱大田営業所
シミズ設備
㈱堀工務店
安藤ガス設備
㈱コーユー
瀬田設備
㈲マニワ設備
石見銀山建設㈱
㈱山﨑組
ライフシステム住夢
イワタニ島根㈱大田事業部
久文建設㈱大田営業所
クリーン㈱

㈱電設サービス大田営業所
坂根設備
武間組
㈲井上鉄工所
㈲小林商店
㈲佐々木工業
土井水道
温泉津管工事
安達設備
㈱ウエダ
㈱松浦工務店

事業所名

伊藤忠エネクスホーム
ライフ西日本㈱大田営業所

山陰クボタ水道用材㈱
大田営業所

大田町

大田町

大田町
大田町
大田町
大田町
大田町
大田町
川合町
川合町
三瓶町
波根町
波根町
波根町
久手町
久手町
久手町
久手町
鳥井町
鳥井町
鳥井町
長久町
長久町
長久町

長久町

長久町
五十猛町
水上町

温泉津町
温泉津町
温泉津町
温泉津町
温泉津町
仁摩町
仁摩町
仁摩町

所在地

大田市水道事業指定給水装置工事
事業者一覧表（市内業者）

0854‐84‐7051

0854‐82‐0307

0854‐83‐7717
0854‐83‐2207
0854‐82‐3311
0854‐82‐4755
0854‐82‐0335
0854‐82‐0733
0854‐82‐6063
0854‐82‐2490
0854‐83‐3055
0854‐85‐7163
0854‐85‐7388
0854‐85‐8151
0854‐82‐8508
0854‐82‐8126
0854‐82‐6695
0854‐85‐7309
0854‐84‐8283
0854‐82‐8253
0854‐84‐7373
0854‐82‐0117
0854‐82‐5866
0854‐82‐5057

0854‐82‐2302

0854‐82‐0975
0854‐87‐0670
0854‐89‐0034
0855‐65‐2158
0855‐65‐2055
0855‐65‐2424
0855‐65‐3228
0855‐65‐3985
0854‐88‐2149
0854‐88‐2701
0854‐88‐4205

電話番号
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24
19
18
29
26
30
31
25
22
23
25

　30日
　18日

ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋北）
温泉津地区

１月不燃ごみの収集日

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。
【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　７日・21日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。
休み　12月30日㈯～１月３日㈬
※　年末年始は混み合いますので、
早めに持ち込んでください。

22

○初回接種（乳幼児（６か月～４歳）・５～11歳・12歳以上）
　初回接種は引き続き令和６年３月31日まで接種を受けることができます。
　接種ワクチン：オミクロン株ＸＢＢ.１.５　１価ワクチン
○乳幼児（６か月～４歳）の追加接種
　対象者：初回接種（１～３回接種）を完了し、前回接種から３か月以上
　　　　　経過した人
　接種期間：令和６年３月31日まで　　接種費用：無料
　接種ワクチン：オミクロン株ＸＢＢ.１.５　１価ワクチン（乳幼児用）
　接種券の発送：対象となるお子さんに順次接種券を発送します。
○令和５年秋開始接種
　対象者：初回接種（１・２回接種）を完了した５歳以上すべての人が対象。
　接種期間：令和６年３月31日まで　　接種費用：無料
　接種ワクチン：
　＜５～11歳＞オミクロン株ＸＢＢ.１.５　１価ワクチン
　　　　　　 （小児用ファイザー社製ワクチン）
　＜12歳以上＞オミクロン株ＸＢＢ.１.５　１価ワクチン
　　　　　　 （ファイザー社製、モデルナ社製、第一三共社製）
▽接種券の発送
　・前回接種から３か月を経過した人に、接種券を発送しています。
　・令和５年４月に「黄色い接種券」を発送した人で、令和５年９月19日
　　までに追加接種を受けていない人には、接種券の発送はおこないませ
　　ん。「黄色の接種券」を使って接種を受けてください。
　・接種券をなくした場合は、再発行の手続きが必要です。
▽接種券再発行申請方法
　・接種券をなくした場合は、下記のいずれかの方法で申請してください。
　①窓口または郵送での申請
　　申請書は、市役所本庁および支所、市内医療機関に設置しているほか、
　　市ホームページでダウンロードできます。
　　申請書に必要事項をご記入のうえ、窓口または郵送で下記まで申請し
　　てください。
　　　　　　申請先：〒694‒8502　　大田市健康増進課　行
　②インターネットでの申請
　　厚生労働省ＷＥＢサイト（コロナワクチンナビ）から申請してください。

　接種実施医療機関など変更になる場合があります。詳しいことは、市
　ホームページをご確認いただくか、健康増進課までお問い合せください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　問健康増進課（☎0854‐83‐8203）

10日
５　
４　
15　
12　
16　
17　
11　
９　
９　
11　

新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

市ホームページ 厚生労働省ＷＥＢサイト
（コロナワクチンナビ）
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１月の相談

23

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

９日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
６日㈯ ９時～11時30分

就労相談
（要予約）

10日㈬ 
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

25日㈭　13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
16日㈫　９時30分～11時 県央保健所

24日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
24日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

12日㈮　19時～20時30分 大田商工会議所

12日・19日・26日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　12月26日㈫、27日㈬、28日㈭
  １月10日㈬、29日㈪、30日㈫、31日㈬
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　１月21日㈰

  問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

期限内に納付をお願いします税・保険料

申

年金相談（要予約）

交通事故相談（要予約）

人権相談
12日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
19日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

９日㈫・25日㈭　10時～15時 市役所４階大講堂
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

９日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

行政相談
12日㈮　９時～12時 温泉津まちづくりセンター
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

19日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
12日㈮　10時～12時
問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

納期限および口座振替日
固定資産税
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

12月28日
３期
―

６期
６期

１月31日
―

４期
７期
７期
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©
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田
市

 ら
と

ち
ゃ

ん
 K539

～新たな未来への第一歩～～新たな未来への第一歩～
縁結びボランティア「大田はぴこ会」に登録し縁結びボランティア「大田はぴこ会」に登録し
人生のパートナーに出会えた人生のパートナーに出会えた
ご成婚者インタビューご成婚者インタビュー
自分を変えようと思ったら
　　まずアクションを起こそう―
自分を変えようと思ったら
　　まずアクションを起こそう―

　
全
国
的
な
少
子
化
・
人
口
減
少

が
進
む
な
か
、
大
田
市
で
は
「
大

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
魅
力
的

で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
戦
略
の
推
進
施
策
の

一
つ
に
「
結
婚
支
援
」
を
掲
げ
、

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
は
っ
ぴ
ぃ

こ
ー
で
ぃ
ね
ー
た
ー
（
は
ぴ
こ
）」

に
よ
る
相
談
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

や
出
会
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
に
よ
り
、
結
婚
を
希
望
す
る

人
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
「
大
田
は
ぴ
こ
会
」

に
登
録
し
、
２
０
２
１
年
に
ご
結

婚
さ
れ
た
大
田
町
の
中
村
さ
ん
ご

夫
妻
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

―「
大
田
は
ぴ
こ
会
」登
録
の
き
っ

か
け
は
？

（
夫
）
た
ま
た
ま
目
に
し
た
チ
ラ

シ
を
見
て
、
登
録
し
ま
し
た
。

（
妻
）「
は
ぴ
こ
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
知
人
か
ら
「
会
っ
て
み
る

だ
け
。
気
軽
に
参
加
し
て
」
と
の

声
掛
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
、
婚
活
さ

れ
ま
し
た
か
？

（
夫
）
２
年
で
す
。

（
妻
）
１
日
で
す
。

―
結
婚
し
て
い
か
が
で
す
か
？

（
夫
）
一
人
で
背
負
わ
な
い
と
い

け
な
か
っ
た
こ
と
を
二
人
で
分
け

合
え
た
り
、
新
し
い
こ
と
が
ど
ん

ど
ん
経
験
で
き
ま
す
。
子
ど
も
が

笑
っ
た
だ
け
で
も
一
緒
に
喜
べ
る

な
ど
、
結
婚
し
な
い
と
分
か
ら
な

か
っ
た
嬉
し
さ
や
楽
し
さ
が
、
こ

れ
か
ら
も
っ
と
あ
る
と
思
い
ま

す
。
お
互
い
の
家
族
と
過
ご
す
時

間
も
増
え
、
家
族
ぐ
る
み
の
つ
な

が
り
も
で
き
ま
し
た
。

（
妻
）
結
婚
は
大
変
そ
う
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
結
婚
す
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際

に
結
婚
し
て
み
る
と
、
今
ま
で
感

じ
て
な
か
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
登
録
を
迷
っ
て
い
る
か
た
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

（
夫
）
自
分
を
変
え
よ
う
と
思
っ

た
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思

い
、
登
録
し
ま
し
た
。
結
婚
に
限

ら
ず
「
自
分
を
変
え
て
み
よ
う
」

と
、
意
識
を
変
え
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

（
妻
）ま
ず
は
一
つ
で
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
み
る
と
ハ
ー
ド
ル

を
ど
ん
ど
ん
感
じ
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
最
初
は
「
ど
ん
な
感
じ

だ
ろ
う
」
と
不
安
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
ら

断
ら
ず
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
め
に

い
く
と
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
結
婚
を
考
え
て
い
る
か
た
は
、

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出
会
う
た

め
に
「
大
田
は
ぴ
こ
会
」
に
登
録

し
、
新
た
な
未
来
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
無
料
結
婚

相
談
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
田
は
ぴ
こ
会
事
務
局
（
☎
０
８

０‐

２
９
４
０‐

７
２
６
６
）

まずはお気軽に
《無料結婚相談会》に
お越しください
大田はぴこ会ホームページ

結婚して１年後には
新しい家族が増えました


